
循環器信号処理による自律神経活動評価に関する研究
Study on estimation of automatic nervous activity by cardiovascular signals
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呼吸位相領域におけるRSA解析呼吸位相領域におけるRSA解析

自律神経活動と関連が深い循環器信号の解析によって，自律神経活動を推定す
る手法が提案されているが，本研究では，呼吸位相に着目し，評価精度が高く，実
環境に適用可能な自律神経活動評価手法の確立を目指す．

呼吸位相領域におけるRSA解析呼吸位相領域におけるRSA解析
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副交感神経活動指標
RSA(Respiratory Sinus Arrhythmia)：
呼吸性の心拍変動成分

呼吸位相領域での解析:
各呼吸ごと 心拍変動を解析

周波数（ ）

心拍変動の周波数成分

暗算負荷レベル 負荷とRSAの相関

各呼吸ごとに心拍変動を解析

負荷の増加に従い，RSAの振幅が減少．負荷とRSA振幅の相関がより高い

リアルタイム処理と評価実験リアルタイム処理と評価実験
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組立作業におけるリアルタイム
自律神経活動評価実験
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作業によるRSA振幅の減少と，休憩による増加を確認
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